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清水町第７団ベンチャー隊　岩崎　悠 

　ジャンボリーに行く前は心配でした。自

分にとってジャンボリーは初めてで、かつ

静岡５隊のオオカミ班の次長を任されて

いました。正直、自分に務まるのだろうか

と思っていました。NSJ前、2度の隊集会

では、初めて会った人達と協力できるよう

に頑張っていました。この隊集会で新しく

学んだ事はNSJでとても役に立ちまし

た。本番ではオオカミ班だけでなく、ウマ

班やカラス班、キリン班と協力し静岡５隊

として様々な問題やトラブルを解決しま

した。思い返せば、周りには仲間がいて、そ

れぞれが協力していました。NSJを乗り

越えられた理由はこれだと思っています。

一人では決して乗り越えられなかっただ

ろう。ありがとう！

清水町第７団ボーイ隊　村田　優樹

　僕は今回初めて日本スカウトジャンボ

リーに参加しました。毎回参加している隊

長から、いろいろな話を聞いており楽しみ

にしていました。当日はバスに乗り１０時

間ほどかけて石川県珠洲まで行きました。

キャンプ地では先ずテント等を立て、指導

者に頼ることなく自分たちでどこをどう

したらもっと使いやすく便利なものにな

るのかを考え、作り直しをしたりしまし

た。過ごした１週間はとても楽しくまた、

仲間との絆を深めることができました。さ

らにこの大会では、全国のスカウトとキャ

ンプを行うだけでなく、いろいろなアク

ティビティをしました。中には天候が悪く

中止になってしまったものもありました

が楽しかったです。そして夜には交流会を

行いました。交流会では他の県だけでなく

英国のスカウトともやりました。英国との

交流会は、どこまで自分の英語が通じるの

か確かめるよい機会となりました。今回の

ジャンボリーを通じてキャンプの知識か

ら人との関わりまで多くのことを学びま

した。ここで学んだ多くのことを無駄にせ

ず、これからのボーイスカウト活動や普段

の生活に生かし、よりよいスカウトになれ

るよう努力していきます。

第17回日本スカウトジャンボリー実行委員会　　

　　　　　  　副委員長　花畑　金亨
　去る8月4日～10日、第17回日本スカウト
ジャンボリーが実施された。
　サブキャンプのスタッフは、２日に入り猛暑
の中準備が進められる。4日９時、707名の
大派遣団静岡18個隊を予定より早くチャレ
ンジサブキャンプ草原が彼らを迎える。
　早速制服を着換えてコンテナー開け、日よ
け の フ ラ イ 設 営 は 順 調 に 一 日 にし て
13,000名のキャンプ村が現れる。これは珠
洲市の人口と同規模である。5日開会式ス
タート！ 7日皇太子殿下を迎えてのジャンボ
リー大集会、毎晩サブキャンプ広場では、同じ

「ちかい」を立てたスカウトが誰とはなしに友
情の宴を開催している。正にジャンボリーの
醍醐味である。プログラムは、猛暑の中一時
中断もあったが、「ジャンボリーゲーム日本
一」火起こし、班旗立てでは静岡派遣団で何
と３チーム（班）が閉会式で表彰された。スカ
ウト技能も大した物である。～9日閉会式、
10日朝日焼けした派遣隊は友情を深めた草
原を後にした。

第17回
日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー

日 時：8月4日(土)～10日(月)
場 所：石川県珠洲市りふれっしゅ村鉢ヶ﨑

？

2 たちばな (第 153 号 ) 平成 30 年 10 月



清水町第７団ベンチャー隊　岩崎　悠 

　ジャンボリーに行く前は心配でした。自

分にとってジャンボリーは初めてで、かつ

静岡５隊のオオカミ班の次長を任されて

いました。正直、自分に務まるのだろうか

と思っていました。NSJ前、2度の隊集会

では、初めて会った人達と協力できるよう

に頑張っていました。この隊集会で新しく

学んだ事はNSJでとても役に立ちまし

た。本番ではオオカミ班だけでなく、ウマ

班やカラス班、キリン班と協力し静岡５隊

として様々な問題やトラブルを解決しま

した。思い返せば、周りには仲間がいて、そ

れぞれが協力していました。NSJを乗り

越えられた理由はこれだと思っています。

一人では決して乗り越えられなかっただ

ろう。ありがとう！

清水町第７団ボーイ隊　村田　優樹

　僕は今回初めて日本スカウトジャンボ

リーに参加しました。毎回参加している隊

長から、いろいろな話を聞いており楽しみ

にしていました。当日はバスに乗り１０時

間ほどかけて石川県珠洲まで行きました。

キャンプ地では先ずテント等を立て、指導

者に頼ることなく自分たちでどこをどう

したらもっと使いやすく便利なものにな

るのかを考え、作り直しをしたりしまし

た。過ごした１週間はとても楽しくまた、

仲間との絆を深めることができました。さ

らにこの大会では、全国のスカウトとキャ

ンプを行うだけでなく、いろいろなアク

ティビティをしました。中には天候が悪く

中止になってしまったものもありました

が楽しかったです。そして夜には交流会を

行いました。交流会では他の県だけでなく

英国のスカウトともやりました。英国との

交流会は、どこまで自分の英語が通じるの

か確かめるよい機会となりました。今回の

ジャンボリーを通じてキャンプの知識か

ら人との関わりまで多くのことを学びま

した。ここで学んだ多くのことを無駄にせ

ず、これからのボーイスカウト活動や普段

の生活に生かし、よりよいスカウトになれ

るよう努力していきます。

第17回日本スカウトジャンボリー実行委員会　　

　　　　　  　副委員長　花畑　金亨
　去る8月4日～10日、第17回日本スカウト
ジャンボリーが実施された。
　サブキャンプのスタッフは、２日に入り猛暑
の中準備が進められる。4日９時、707名の
大派遣団静岡18個隊を予定より早くチャレ
ンジサブキャンプ草原が彼らを迎える。
　早速制服を着換えてコンテナー開け、日よ
け の フ ラ イ 設 営 は 順 調 に 一 日 にし て
13,000名のキャンプ村が現れる。これは珠
洲市の人口と同規模である。5日開会式ス
タート！ 7日皇太子殿下を迎えてのジャンボ
リー大集会、毎晩サブキャンプ広場では、同じ

「ちかい」を立てたスカウトが誰とはなしに友
情の宴を開催している。正にジャンボリーの
醍醐味である。プログラムは、猛暑の中一時
中断もあったが、「ジャンボリーゲーム日本
一」火起こし、班旗立てでは静岡派遣団で何
と３チーム（班）が閉会式で表彰された。スカ
ウト技能も大した物である。～9日閉会式、
10日朝日焼けした派遣隊は友情を深めた草
原を後にした。

第17回
日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー日本スカウトジャンボリー

日 時：8月4日(土)～10日(月)
場 所：石川県珠洲市りふれっしゅ村鉢ヶ﨑

？

3たちばな (第 153 号 )平成 30 年 10 月



静岡第9隊　隊長　原田　雅樹（静岡第27団）
　今回、静岡を発つバスへの荷物の積み込みに始ま
り、現地での作業のほぼ全てをスカウト達に任せた。
　自分達で時間内に食事を作り、片付けをしてモ
ジュールプログラムを満喫する。しっかりやろうと思
うと班員全員の協力と自発的行動が欠かせないが、
当初はなかなか歯車が噛み合わなかった。キャンプ
生活に慣れてくると、徐々にやるべきことがわかって
きて、最後の２、３日は時間通りに進められるように
なった。こうした成長が見られるのも長期キャンプの
利点の一つであると感じた。最終日、グランシップで
バスを降りたときのスカウト達の笑顔が忘れられな
い。

静岡第9隊　オオカミ班　班長　富田　結衣（静岡第２２団）
　17NSJは、私にとっても班にとっても、良い経験
になるとても大きなものでした。
　今まで私の班には、仕事分担が上手くできない、
工夫ができないなど、いくつかの課題点がありまし
た。それを少しでも改善したいと思ってはいました
が、今まで行われてきたキャンプでは改善されず、ど
うすればいいのか試行錯誤しながらきました。しか
し、その問題点がついに17NSJで改善されました。
　ジャンボリーにはとても多くの班が参加していた
ので、友達になって話をすることが、とても良い刺激
になったからだと思います。色々な人と話をするこ

第17回 日本スカウトジャンボリー

とで、他の隊や班での工夫など沢山のことを吸収す
ることができました。ジャンボリーやキャンプは、工
夫次第でとても楽しく、充実したものになります。そ
れだけでなく、ボーイスカウトの活動はどれも工夫
が大切になってきます。それがとても実感できる
ジャンボリーでした。今回のジャンボリーで考えたこ
とは、私だけでなく班全体で繋げていけるよう活動
しようと思いました。
　

静岡第9隊　松下　拓真（静岡第22団）
僕は17NSJに参加する前、楽しみだったが、不安の
気持ちも強かった。それは、一週間もの長期キャン
プは初めてだったからだ。参加したプログラムの中
で一番楽しかったことは、グランドゴルフだ。イギリ
スの隊と対戦して負けたけれども、一緒に写真を
撮ったりして交流できてよかった。宗教派を超えた
集いでは、僕たちの隊はステージに立って「みんな
がみんな英雄だ」を歌った。このために前から練習し
てきたが、会場の仲間も歌ってくれて、盛り上がっ
た。会場のスカウトが一つになっているのを感じて、
とてもうれしかった。最初の２、３日は時間通りに活
動できなくて、参加できないプログラムもあったが
だんだん改善できてきて、自信がついてきたので最
初の不安な気持ちはいつからか忘れてしまってい
た。今回の経験を、日頃のスカウト活動や、日常生活
の中で、活かしていきたいと思う。

　スカウト数の適正な規模を維持・持続できる、
募集策を模索して8年前に始まったのがパパマ
マキッズワンデイキャンプです。   
　当時発団して６～７年程度の弱小団でしたの
で、さまざまな手法を試していた時期でした、 
ボーイスカウト説明会で人は集まらず、口コミと
いう入団者の紹介が唯一の方法でしたが 限 り
がありました。そこで考え出されたのが”パパも

静岡第9隊 活動報告
パパ・ママ・キッズ

ワンデイキャンプ2018ワンデイキャンプ2018
日時：7月16日㈪ 場所：浜松青少年の家

浜松東地区浜松第３０団 団委員長 稲野吉弘

ママも仕事を持ち多忙な時代だから子供と一
緒に自然にふれあいながらボーイスカウトを
知ってもらおう”というコンセプトでした。
　野外炊飯に森の散策、ボーイスカウト流ゲー
ムと構成はお手の物。この企画で一番重要なの
が申し込み方法です！電話・ファックス・メール・
ＱＲコードを用意。展開初年度はチラシをバラマ
キましたが、申し込み開始日はドキドキでした。
　３日間で予定数は埋まり、選外を知らせるほ
ど応募多数になりました。この日から早8年、時
期、募集数、有償、場所などを試しながら現在の
スタイルに落ち着きました。現在、スカウト数の
７割がこの企画がらみで入団しています。しかし
ここ１～２年は募集数は埋まるのですが、入団を
しない傾向にあります。これまた時代の変化の
兆しです。これからも知恵を絞り、新機軸を開発
して乗り切ろう。ピース！
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　平成28年4月のある日、一本の電話がありました
『私、ホシガラスの会の横山と申します。富士山御殿
場口の砂れき等の調査を行っており、本を出版しまし
た。今年から周辺のあってはならない草の除去作業
を始めます。新五合目で活動する場合、連絡してくだ
さい。』。私は、『そのような事でしたら、5月の地区委
員会に来ていただき皆さんの前で説明して欲しい』
旨の返事をしてからホシガラスの会との付き合いが
始まりました。
　御殿場口新五合目駐車場周辺では過去の植樹活
動により自然景観が失われており、調査で記録され
た186種の植物のうち120種が外来種を含む非在
来種になっております。
　地区委員会では、横山氏の説明を聞き、何時に行う
かの検討を行い、10余年行っている『秩父宮杯富士

登山駅伝大会開会式』ならばわざわざスカウトを集め
なくてもスカウト・指導者並びに保護者が一堂に会す
るので、この日の開会式終了後に行うこととし、この
取り組みを始めました。
　侵入植物の駆除には長期の取り組みが必要です。
御殿場口の自然環境を守るためにはどうしたらよい
か、どのように自然と関わるべきかを考える良い経験
になりました。
　今年で3年目、あの広い富士山の裾野、特に御殿場
口新五合目駐車場付近は、日陰もなく、8月の第一土
曜日で最も暑い中ですが、参加スカウトは汗をふき
ふき一生懸命頑張る姿は、何物にも替えることので
きないすがすがしいものであり、10年20年と長期
にわたる御殿場・小山地区の取り組みになっていって
欲しいと願っております。

富士宮第５団 ビーバー隊 鈴木　晴
　はじめてカーボン・オフセットキャンペーンをやりま
した。青木だんいいんちょうからちきゅうおんだんか
のことをみんなで聞きました。ちきゅうがどんどんあ
たたかくなって北きょくのこおりがとけて、どうぶつが
住めなくなってしまうことを聞きました。　　　　　
　それから、こうごうせいはどういうことかを聞きまし
た。木がにさんかたんそをすってさんそを出してくれ
るから、生きものがいきていけることを知って、木は
たいせつだなと思いました。

富士宮第５団 カブ隊 川原﨑　郁斗
　カブスカウトで、カーボン・オフセットキャンペーン
に参加しました。最初歩く前に、青木団委員長が木が
大切なことを教えてくれました。動物や植物を守るた
めに、森をのこすことは、本当に大切なことで、守らな
くてはいけないことだと思いました。　　　　　　
　次に、ちらしの紙を他の人たちにわたしました。
ちょっときんちょうしたけど、他のみんなが、がんばっ
てやっていたのを見て、自分もがんばってできまし
た。わたす人が外国の人だった時は、少し困ったけれ
ども、わたすことができてよかったです。

カーボン・オフセットキャンペーンカーボン・オフセットキャンペーン

富士宮地区コミッショナー　細野　猛嗣
　カーボン・オフセットキャンペーンとは、国立公園内で排出されるCO2を、省エネ・再エネ設備の導入や森林管理
によって、排出量を削減したり吸収することで埋め合わせる環境省と経済産業省が連携した取り組みです。ボーイス
カウト日本連盟は、このキャンぺーンに賛同し、「自然体験」と「環境学習」および「奉仕活動」をプログラムとして行
い、各自が自然環境や地球温暖化について考え、自然保護活動を始める機会を提供しています。　
　富士宮第5団ビーバー隊とカブ隊は、日本連盟の協力を得て、7月28日(土)台風12号が襲来する前に、富士宮市
田貫湖周辺と小田貫湿原の自然に触れる「自然体験」と青木団委員長から富士山と森林の生い立ちを聞く「環境学
習」および来訪者にキャンペーンのチラシを配る「奉仕活動」を行いました。スカウトは、自然・森林の大切さを知り、
自然を守る意識を持ったようです。

日 時：7月28日(土) 場 所：富士宮市田貫湖周辺

日 時：平成３０年８月４日(土)　場 所：富士山御殿場口新五合目
小山第4団団委員　濱田　敏彦

富士山御殿場口 外来植物抜根作業
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三島第5団 ローバー隊 三田あかね
　今回初めて実行委員という立場で野営大会に
参加しました。今までジャンボリーには参加隊とし
てしか参加したことがなく、過去のRCJ Questに
も参加者として行っておりました。5月の全国大会
から、RCJ運営委員会と野営大会実行委員会の連
携係として途中から実行委員会に加わり、ロゴ
マークのデザインをさせていただいたこともあ
り、主に制作物を担当させていただきました。
 自分のつくったものをみんなに使ってもらうこと
ができ、とても嬉しく思います。
　準備段階や大会期間中には、自分たちが実行す
るわけではないプログラムを完成させ実行するこ
と、それに伴う安全救護の管理がいかに大変で重
要であるかを学べました。途中から実行委員会に
入った身ではありますが、大会終了後には、大きな
達成感と充実感を味わえました。今回運営に参加
でき本当に良かったと思います。
　最後になりますが、参加にあたりご協力いただ
きました指導者の方々、RCJ Re:Questに参加し
てくれた全国のローバースカウトたち、そして実行
委員会の皆さん、本当にありがとうございました。

浜松第１２団 ローバー隊 袴田真由
　2年前のRCJQuest2016、1 年前のRCJ 
フォーラム2017 に続き、3回目の参加となった。
　今大会、全国のRCJ 構成員と野営やプログラ
ムを通じて友情を深めることに加え、RS との交
流により様々な意見や価値観の共有をし、視野を
広げて自己研鑽に励むことを参加動機としまし
た。2年前は同世代スカウトの参加が多く、全国の
RCJ 構成員との友情を深めることが大きな参加
動機となっていましたが、今大会では自分よりも

富士第８団　ローバー隊　藤島 沙公良
　富士地区とラトビア共和国ボーイスカウトとの交流
も、今年で10年を迎えることになり、今年は、我が家も
ホームステイ先として“エマ”がやって来ることに。そん
な中、地区ローバーを中心に何かできなかと思い、交
流会を企画し実施することになりました。午前中、富士
市長表敬訪問の後、丸火自然公園にてラトビアスカウ
トと富士地区のスカウトが交流会を行いました。昼食
に流しそうめんやBBQ，夕方からはゲームやキャンプ
ファイヤーで盛り上がり、はじめは緊張して互いに会
話することもあまりありませんでしたが、同じ物を食
べ，一緒にゲームやスタンツでの交流を通じて、解散
の時には、みんな笑顔で身ぶり手ぶりを使いながらで
も談笑し、写真を撮ったりしていました。
　ビーバースカウトからローバースカウトが一堂に会
して同じことをして楽しむ。ましてや違う言語を使う仲
間もいる。初めての経験で、今振り返ると反省ばかりで
すが、富士地区のスカウトに貴重な機会を作れたと思
います。交流会に参加したみんなが国際交流に興味を
持ち、今後、世界に羽ばたいて貰えたら嬉しいです。

富士第10団 カブ隊 赤池　拓真
　ぼくは、ラトビアスカウトと初めての交流会をしま
した。国際交流だったので、とてもきんちょうしていま
した。スカウトの仲を深めるために、ジャンケン新聞折
りたたみ、しっぽとり、しんげん地はだれ？などのゲー
ムで遊びました。ゲームの中で、工夫していた事は、
しっぽとりです。ハンカチをしっぽにすることが多い
のに、ネッカチーフで工夫したことで、スカウトとして
仲を深められた気がします。
　場所を移動し、キャンプファイアーをやりました。最
初、英語で自己紹介をしました。むずかしかったけれ
どしっかり言えてよかったです。他の団のスカウトが
楽しいゲームや歌をうたったりしました。想っていた
よりも楽しくて、ラトビアスカウトも楽しんでもらえた
　 と思います。ぼくたちも参加している

ので、10団のボーイ隊から教え
てもらったTOTO便器をやり

ました。ラトビアスカウトも
身振り手振りでまねしてく
れてうれしかったです。最
後に日本のプレゼント（扇
子、こま、けん玉）をわたし
ました。喜んでくれてうれ

しかったです。また、ラトビ
アスカウトの人たちと交流し

たいです。

富士地区とラトビア共和国BS
交流事業
富士地区とラトビア共和国BS
交流事業
富士地区とラトビア共和国BS
交流事業
富士地区とラトビア共和国BS
交流事業

RCJ Re:Questに参加してRCJ Re:Questに参加して
若手のスカウトが多く参加する中で、RCJ 構成員
としての自身の役割は何かを考える機会が多かっ
たと感じています。
　RCJ 立ち上げ、野営大会復活など現在のRCJ 
活動に至るまでに様々な歴史があります。
　RCJ とは何か。RCJ 活動を知らないRS たち
が全国にまだまだ存在する中で、RCJ の活動遍
歴を伝承し、今後の活動展開を見守っていくこと
も自分の今後の役割なのではないかと考えまし
た。今大会実行委員長がよく口にしていた、今大
会のテーマである「Good Resolution」、各々の
幸福や社会全体が幸福に向けて進むための

「Good Resolution」とは何か、改めて考える良
い機会となりました。
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も自分の今後の役割なのではないかと考えまし
た。今大会実行委員長がよく口にしていた、今大
会のテーマである「Good Resolution」、各々の
幸福や社会全体が幸福に向けて進むための

「Good Resolution」とは何か、改めて考える良
い機会となりました。
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　ぼくのカブ隊の団キャンプの目標は２つありました。
1 つ目はテント設営です。新しいテントをぼくたちスカ
ウトだけで立ててみようと思いました。最初に共働セン
ターで練習しました。だから森山バンガローで立てたと
きポールをテントにさしこむところまでうまくいきま
した。フライシートは高さがとどかなかったので、副長
がやりました。新しいテントの中はビニールのにおいが
しました。ねてみたら地面の石がボコボコ感じました。
　2 つ目はペットボトルいかだです。お父さんの職場か
ら、期限切れの天然水をたくさんもらってきました。自

たのしかったキャンプ

ザリガニ退治

志太地区　大井川第 3 団　ビーバー隊　川村　大進

浜松地区　浜名第 1 団　ビーバー隊　伊藤・齋藤・田中

　夏のキャンプで、ぼくがとくにおもしろかったのは、
アマゴとりとキャンプファイヤーでした。
　アマゴをとったら、目と目のあいだにデコピンをし
て気ぜつさせました。次にしっぽから頭のほうにハサ
ミでお腹を切って、ないぞうを取ってからエラのギザ

　私たちは、カブのお兄さん、お姉さんたちとザリガニ
つりをしました。しかけも自分たちでつくり、えさはす
るめをつかいました。最初はザリガニをなかなか見つけ
られず、つることができなかったけど、なれてきたら見
つけることができ、近くにえさをやるとハサミでつかみ
その時引き上げるとうまくつれました。楽しかったです。
このザリガニつりの目的はほたるのえさになカワニナを
食べてしまうザリガニをたいじするためだと隊長からき
きました。今はまだホタルはいませんが、いつかほたる
が見られるといいなと思いました。

夏のキャンプ 団キャンプ
浜松東地区　浜松第６団 カブ隊　山﨑　新 浜松東地区　浜松第６団 カブ隊　鈴木　昌大 

　今年の夏は、天竜区の気田川のほとりでキャンプをし
ました。キャンプでは、水遊びや流しそうめん、キャン
プファイヤーで劇や歌、いろいろやりましたが、一番思
い出にのこったことは、テントで寝たことと、いかだを
作ったことです。
　着いた日に、テント立てをしました。テント立てはま
だ上手ではありませんが、副長や友達と練習した通りに
組み立てました。テントをたてるのはいつも楽しくてわ
くわくします。新しいテントの中は、なんだかとても気
持ちが良かったです。夜は昼とちがってとても涼しかっ

ギザをとりました。そして、竹ぐしで口からしっぽま
でさして、おちないかをかくにんしました。塩をふっ
てやきました。手がとてもくさくなったけど、すごく
おいしかったです。
　キャンプファイヤーでは「アブラハム」の空手の歌が、
オレンジオビのぼくにはすごくおもしろかった。上段
ツキ！　中段ツキ！　サソリ！！とうたって、おどっ
てすごくもりあがった。　
　そのほかにも、わりばしテッポウを作ったり、船に
乗ったり、ハイキングで木のかんさつをして名前をお
ぼえたりして、楽しいことばかりでした。キャンプっ
ていいなぁと思いました。

たです。テントの中で、友達と3人で、カルタをやったり、
学校の話をしたりしました。朝もわくわくして、5 時く
らいにはみんなで起きてしまい、また話をしたりしてい
ました。
　2 日目に、ペットボトルをつなげて、木と組み合わせ
て、みんなで 2 人乗り用いかだをつくりました。僕たち
は、ペットボトルをテープで止めたり、竹をのこぎりで
切ったりして、隊長がひもで組みたてました。完成した
いかだは大きくて重かったので、6 人ほどで力を合わせ
て運び上流から 2 人ずつ乗せて流れていきました。自分
たちでつくったいかだの乗りごこちは最高でした。もっ
ともっと海まで、長いきょりを乗ってずっと下っていき
たかったです。
　とても楽しかったので、夏が何回もあればいいのに、
と思いました。
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　８月４日にごてん場・小山地区のほかのだんの人たち
といっしょにふじ山の外来植物やしん入植物をとる作
ぎょうにさんかしました。ホシガラスの会の人がスジグ
ロシロチョウがモンシロチョウとちがうことや、イタド
リは白色やピンク色のりょうほうの色がさくんだと教
えてくれました。ふじ山の植物や生きもののことが分か
りました。その後わたしはヒメスイバをとることになり
ました。シャベルでねっこをさがしながら、たくさんと
りました。自ぜんかんきょうをまもることは大切だと思
いました。
　８月１１日～１２日にだんキャンプにさんかしまし
た。乙女森林公園キャンプ場でテントの中でねました。
　テントをたてるのはボーイたいのお兄さんたちが
やってくれて、ペグうちとポールの組み立てとポールを
通すところをやりました。ねぶくろでねて、ねごこちさ
い高だと思いました。夕はんのカレー作りでは、じゃが
いもとにんじんのかわむきをがんばりました。ボーイた
いのお兄さんたちと作ったカレーはおいしかったです。

　浜松市の旧くるめ木小学校でキャンプをしました。そ
の中でも、楽しかった事を二つ書きたいと思います。ま
ず一つ目は、川遊びです。川の中にある石をけずるのが
楽しくて小さくなって、とてもとんがってしまいまし
た。サワガニもいました。つかまえようとしてもこわく
てできませんでした。ボーイ隊のりゅうのすけくんに教
えてもらい、つかまえる事ができました。水切りもやっ
てたった二回しかできませんでした。二日目に松本たい
ちょうが工作の道具や材料を用意してくださったので
工作をしました。わゴムと木の板でおもしろい形の物が
できました。ぼくはかんでおもしろい物を作ろうと思っ
て作ったら、弓矢みたいな物ができました。ためしに
うってみたらとびませんでした。もうちょっと工夫した
ら、速く遠くまでとびました。やったと思いました。
　二つのことを書いて、ぼくは作ることがすきなんだ！
とわかりました。キャンプは、自分自身のためにもなる
し、こまったときに役だつから、キャンプはいいなとお
もいました。

８月！大きな行事たくさん

楽しいキャンプ

御殿場・小山地区　御殿場第 3 団 カブ隊　佐藤　舞乙

磐田地区　磐田１１団 カブ隊　石山　瀧斗
分で飲んだり、花にあげたりして空（から）にしました。
72 本つかいました。乗ってみたら、しなって楽しかっ
たです。
　今回のカレーはボーイ隊と作りました。お米も自分で
たきました。来年ボーイ隊に入ったら、カレーもお米も
自分でやると思いました。お母さんは口うるさいのでい
なくてもうまくいくと思います。
　その後入ったふろは気持ち良かったです。木で作った
おふろです。外の冷たい風とふろの熱さでちょうど良
かったです。2 年前は 10 人ぐらいで入ったけど今年は
2 人で入りました。ぼくは、クマだから 2 年前よりおそ
い時間にゆっくり入りました。
　2 日目の昼ごはんは流しそうめんでした。ブドウやア
ヒルやミカンや果物やチーズやゼリーが流れてきまし
た。ぼくがとりたかったのは、アヒルとミカンでした。
アヒルは、はしでつかんでもすぐ逃げてしまいそうにな
りました。ミカンはたくさんとれました。
　そうめんは一番人気がなかったので笑えました。ぼく
だったらメロンやカボチャやアメリカンドックやソー
セージやパンやお米や生タマゴなどを流してみたいと思
いました。

楽しかった合同隊集会
清水地区　清水第 17 団 ボーイ隊　脇葉　慶士郞

　17NSJ の事前訓練を７月 15 日に浜松 21 団と合同で
JR 天竜川駅近くのお寺で行いました。清水から４人、
浜松のスカウトは７人の合同隊集会が 10 時から始ま
り、最初の自己紹介では、お互い緊張していましたが、
しばらくすると何となくスカウト同士で話ができるよ
うになりました。
　この日の活動は大きな釜を使っての炊飯が中心で、
浜松 21 団の隊長さんからまきに使われる木の種類の
違いや、ナタの使い方を指導していただいて、まきを
割りました。そのあと一升五合のお米を炊きましたが、
大きな釜なのに早くご飯ができるのに驚きました。炊
き上がってみんなでおにぎりを作って食べました。塩
だけのおにぎりでしたがおいしいおにぎりでした。
　お昼を食べたあとは、ロープワークと手旗信号に分
かれて練習したあと、火起こしゲームを行い、おやつ
にホットケーキを作って食べました。非常に暑い日で
したが、午後４時過ぎまで楽しく活動でき、17NSJ に
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17NSJ紀行

命を守る防潮森の育成をしよう

カブ・ビーバーラリー「田んぼアート」
8月の隊集会

2SC 配給食堂班長　大澤　晶

浜松東地区　浜松第 15 団　団委員長　佐藤　誠

掛川袋井地区　野営行事委員長　原　浩一

富士地区　富士第 2 団　ビーバー隊 隊長　廣瀬　真由美

　２回目の珠洲、前回と景色は同じ。けれど水回りも改
善されサイトは広々。願ってもない好天にも恵まれ快適
そのもの。2800 人の食材配給と 200 人のスタッフの食
を預かる配給食堂班。多めの食材に苦慮しつつ、クレー
ムもなく、皆の腹を満たすことができたようだ。そのエ
ネルギーを源に、連日の酷暑の中でスカウト達は元気に
走り回りプログラムを楽しんでいた。日本一になった静
岡県のチームもあり我々も鼻高々だ。スカウト達は多く
のことを学び、友を得、力を身に付けたことと思う。我々
スタッフも情報のない中、現場力を磨き集中力で乗り切
った。皆がこの経験を次のスカウティングに活かしてほ
しい。

　ボーイスカウト浜松第 15 団は、遠州灘海岸に土地本
来の植生である樹種（主に常緑広葉樹）を選定し、環境・
防災・教育に貢献できる循環型森づくりを行なう “ ～Ｋ
ＡＬＡネットワーク ” に賛同し、「防潮森」を植樹する活
動に参加しています。今回は、防潮森を育成して防災に
貢献植樹した苗木の育成を目的に草取りを行いました。
苗木より伸びた草、苗木に巻き付いたつるを取り除きし
っかり生育させるための作業です。“ ～ＫＡＬＡプロジ
ェクト ” は、広葉樹を企業・自治体・学校等の団体で相
互協力し合い植樹し、植樹作業により地域に「和」をつ
くるお手伝いをすることで命の大切さを次世代に伝える
目的で行っています。「防潮森」とは、東日本大震災に
伴う津波被害では津波対策として施されていた多くの防
潮堤や海岸林が破壊され機能しませんでした。遠州灘も
同じく津波被害が予想され防潮堤や海岸林の対策は不可
欠で被災地でも生き残ったタブ・シイ・カシ類の広葉樹
を主木に植樹し根を深く張らせ相互に絡みあうことによ
り津波に耐える土壌を形成させる自然の盾が「防潮森」
です。当団では、津波対策「防潮堤」に団の防潮森を作
り環境と防災に貢献する目的と昨年、植樹した苗木の育
成として「命を守る防潮森の育成をしよう」と題して活
動を行いました。団が位置する地域は、東海地震が予想
され、駿河湾から静岡県の内陸部を震源域とするマグニ
チュード８クラスの巨大地震で、その発生の切迫性が指
摘され、駿河湾内にある駿河トラフ周辺の部分の岩盤は
160 年以上もずれていなので「東海地震はいつ起こって
もおかしくない」と言われて 自治体、企業、学校では避
難訓練が行われ災害に対して対策がなされています。活
動に関しても活動計画書には「安全対策」として活動場
所が海岸線に近い場合は津波に対して避難経路等の対策
を行っています。遠州灘海岸の「防潮堤」工事は進行中で、
今後も団の防潮森【そなえの森】を増やして育成して行
きたいと思います。

日 時：５月２０日（日）
場 所：菊川市下内田稲荷部田んぼアート会場
　掛川・袋井地区カブ・ビーバーラリーを実施し、スカ
ウト・体験者・指導者および保護者を含め菊川市の田ん
ぼアートの苗植えに約 60 名位参加しました。ビーバー・
カブそれぞれにグループ分けし４組にわかれて実施を行
いました。苗植えは10時30分から40分くらいで終了し、
その後、泥んこ遊びをして過ごしました。泥んこ遊びで
田んぼの中を走り回わったり、泥を投げ合ったりして楽
しんだようです。お昼前に田んぼからあがり着替えをし
て昨年とれたお米で作られたお弁当を食べました。午後
はお米についての○×
クイズを行い楽しみま
した。１日泥だらけに
もなりましたがスカウ
ト自身充分楽しんだの
でないかと思われます。

　8 月の隊集会は毎年、
近くの川で水遊びです。
水遊びは日頃の活動より

「危険」が目に見えやす
く、スカウトにも理解し
やすい為、安全教育の絶
好のチャンスです。隊長
の話に目を輝かせて食入
り、自分たちの意見も活
発に出ます。ライフジャ
ケットを装着する事で緊
張感が生まれ「一人前」
の顔を見せるスカウトを
見て私は「しめしめ」を
ニヤニヤしてしまいま
す。夢中で全力で遊ぶス

行くスカウトと顔見知りになれたことが大変励みにな
りました。
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発団４１年目の目標！！

集う場所の提供

ボーイ隊顔負け？	カブ隊大活躍！

富士宮地区　富士宮第 21 団　団委員長　赤池　俊洋

島田地区　相良第 1 団　カブ隊　隊長　山本　剛士

伊東地区　熱海第 11 団　カブ隊隊長　望月　丈永

　私達、富士宮第 21 団は、発団 40 周年記念を終えて、
新たな年として、41 年目の活動に入りました。発団時よ
り、団の目指す目標は地域・行政区と一体化して行政区
に対して、毎年、何らかの奉仕活動を行う。例えば、区
の体育祭・開会入場式、区内での清掃奉仕（スカウトの
日での活動）、など、40 年間続けてきました。さらには、
他の奉仕団体（ＢＳ関係以外）との共催事業の実施、富
士宮ワイズメンズクラブとの共催、ほうとう会、もちつ
き大会などを、行ってきています。団内においては、団
委員、リーダー、の意見を交わし、スカウトと共に、仲
良く、協力しあう・仲間意識を高め、充実した活動をし
て来ています。リーダーの養成に関しては、団所属の若
手ＯＢスカウトが講習会、研修所に参加し若手指導者と
して活躍しています。時代の流れと共に、スカウトの数
は減少しておりますが、発団時の目標、積み上げた歴史
を大切にして、団が発展してゆくように積極的に努力し
て活動して行きたく思います。

　私たちの相良第 1 団では、毎年 12 月 31 日深夜から 1 月
1 日早朝にかけて夜間ハイクを行っています。ビーバー
スカウト隊は 14Km、カブスカウト隊は 27Km ボーイス
カウト隊以上は 30Km と各年代に合わせた距離を歩いて
います。昨年度で 42 回を数える伝統ある行事です。こ
の行事は私がスカウトの時にも行われており、カブスカ
ウトの時には、仲間のスカウトと途中居眠りしながら歩
いたことを覚えています。またボーイスカウトの時には
部活が忙しく通常の活動にはあまり参加できませんでし
たが、年末年始で部活が休みのため夜間ハイクだけは参
加することができました。この活動で久しぶりに会うス
カウト仲間と楽しい時間を過ごした記憶があります。
私にとってのスカウト活動は学校の友達・部活動の友達
等とは違う仲間の集まりであり自分の世界を広げてくれ
た場所だと思っています。
　このような経験をもとに現在指導者として隊の運営を
しています。現在のスカウトは塾に通い始めた・部活動
が忙しくなった等でスカウト活動を辞めてしまいます。
子どものころから勉強や部活動だけの世界になってしま
って良いのでしょうか？スカウト活動は結果・成果がす
ぐ目に見えてあらわれるものではありません。そのため
とりあえず登録しておいて時間の空いた時だけでも良い
ので活動に参加してほしいと思っています。そのために
私もスカウトがいつ来てもいいようにスカウトの集う場
所を提供していきたいと思っています。そして今後自分
が指導したスカウトが大きくなって隊長と○○やったけ
ね～、隊長と○○行ったけね～等と話が将来できたら良
いと思っています。

　伊東地区では毎年 5 月に下田黒船祭、8 月には伊東按
針祭に奉仕で参加しています。どらも地域にとって国際
的な一大イベントで、その中でボーイスカウトは重要な
役務を担っており主役をボーイ隊、脇を固めるのがカブ
隊というのが通常でした。しかし、今年は日本ジャンボ
リーの派遣隊スケジュールと按針祭の開催日が重なって
しまい伊東題が発生、隣の市で活動する私たち熱海 11
団にも応援要請が加する事になりました。

カウトに「はい、終わり。」と声をかけ「まだぁ！帰り
たくないぃ」と駄々をこねられるのも私のよろこびです。

　按針祭当日、少	数精鋭のボーイ隊	が式典の最重要ポジ
ションを、カブ隊	にも会場入口での	重要な役務を任され
ました。本来なら港の近く	なので観察ゲームなどをして
遊ぶ予定でしたが、伊東のスカウトと一緒に朝早くから
リハーサルを頑張り午後の式典では外国の来賓の方から
記念撮影を求められるなど大活躍をしました。いつもは
ボーイ隊に甘えてばかりですが、	 この日はとても自信
に満見せてくれました。カブ隊もすごいんだぞ！この場
を借りてご報告いたします。
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マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

マスコミコーナー

8平成30年7月23日㈪　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年8月5日㈰
　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年7月6日㈮
　静岡新聞　朝刊に掲載

6平成30年8月21日㈫
　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年8月24日㈮　静岡新聞　朝刊に掲載

開 催 日
開催場所
放 映 日

平成30年7月22日㈰10：00～16：00
イオンモール浜松市野　シンフォニーコート
NHK総合　平成30年7月22日18：45（静岡県のニュース）
番組よりのピックアップ

平成30年度
「全国防災キャラバン」
NHK静岡県のニュースに放映される

友
情
章

氏　　名 地　区 所　　　属 氏　　名 地　区 所　　　属

三 島

三 島

三 島

三 島

三 島

沼 駿

沼 駿

静 岡

三島第５団

三島第５団

三島第５団

三島第５団

三島第５団

裾野第３団

裾野第３団

静岡第27団

BVS

BVS

BVS

C S

B S

BVS

BVS

C S

隊

隊

隊

隊

隊

隊

隊

隊

木村　紗夕

増田　悠人

酒井　汐梨

佐野　璃子

酒井　七華

中井　裕介

山 本 　 暖

松本　なみ

静 岡

沼 駿

島 田

清 水

富士宮

静 岡

志 太

清 水

静岡第27団

沼津第19団

島田第５団

清水第19団

富士宮第21団

静岡第27団

焼津第５団

興津第１団

B S

BVS

C S

C S

BVS

C S

C S

C S

隊

隊

隊

隊

隊

隊

隊

隊

原田　和佳

鈴木　璃子

家田　真吾

白 鳥 　 孝

有賀　陸登

阪本雄一朗

長谷川　桜

紅林　蒼空

組織拡充委員会平成30年8月度「友情章」顕彰者名簿

おめでとう！！16名の仲間が友情章を授与されました。
「友情章」は、君の友達に「スカウトになろうよ！」と言って、友達がスカウトに入るともらえる章です。

記念品はネームプレートがもらえるよ。次は君が友達を紹介して「友情章」をゲットしよう！

ボーイスカウト浜松連合協議会
稲野　吉弘

　県西部地区で小中高の
部活を記事にしている小
冊子「ジュニアアスリー
ト浜松」7 月号でボーイ
スカウト特集が掲載され
ました。
　次回は 9 月号に掲載、
西部エリアのコンビニ、
ストアに置かれます。

スポーツマガジン誌
「ジュニアアスリート浜松」に掲載される！
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マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

マスコミコーナー

8平成30年7月23日㈪　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年8月5日㈰
　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年7月6日㈮
　静岡新聞　朝刊に掲載

6平成30年8月21日㈫
　静岡新聞　朝刊に掲載

8平成30年8月24日㈮　静岡新聞　朝刊に掲載

開 催 日
開催場所
放 映 日

平成30年7月22日㈰10：00～16：00
イオンモール浜松市野　シンフォニーコート
NHK総合　平成30年7月22日18：45（静岡県のニュース）
番組よりのピックアップ

平成30年度
「全国防災キャラバン」
NHK静岡県のニュースに放映される
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ボーイスカウトへのお問い合せ・入隊希望は
ボーイスカウト静岡県連盟事務局（☎ 054-255-6185）まで
ホームページもご覧ください。http://bs-shizuoka.com

広 報

発 行 所

編集責任者
印 刷

発 行 部 数

一般社団法人 日本ボーイスカウト静岡県連盟
〒420-0068　静岡県静岡市葵区田町 1-70-1
　　　　　　県青少年会館内
　　　　　　TEL054 − 255 − 6185  FAX054 − 255 − 6186
　　　　　　http://bs-shizuoka.com
組織拡充・広報委員長　土山　惟之
三 富 印 刷 株 式 会 社
静岡県浜松市東区上新屋町 30-1　TEL053 − 467 − 4678

4,957 部

2018 年 10 月編 集 日 記
　今年の夏も17NSJ、隊の野営訓練他、たくさんの思い出が
ありました。Facebook等SNSで情報を配信する隊も増えて参
りました。今後も広く県内各隊の皆様と情報共有していきたい
と思います。今後も取材依頼、ご意見などございましたら県連
事務局までお問い合わせください。
　　　　　　　　　広報「たちばな」編集部　杉山　文朗

「県連ホームページ」が新しくなった！「県連ホームページ」が新しくなった！

≪県連定型訓練≫

≪県連定型外訓練≫

ボーイスカウト講習会静岡第593期
●日　時：平成30年11月25日(日)　●場　所：浜松市立青少年の家

「ひとりで悩まなくても大丈夫！」《隊指導者向け》
●日　   時：平成30年11月24日(土)～11月25日(日)
●場　   所：A)三島市立箱根の里少年自然の家・キャンプ場
　　　　   B)浜松市立青少年の家
●参加対象：隊指導者　●申込み：10月31日(水)まで

「団指導者の支援能力向上」《団指導者向け》
●日　   時：あ)平成30年11月24日(土) 13:00～16:45
　　　　   い)平成30年11月25日(日)  9:00～12:30
●場　   所：A)三島市立箱根の里少年自然の家・キャンプ場
　　　　   B)浜松市立青少年の家
●参加対象：団指導者　●申込み：10月31日(水)まで

◎一般の方に向けた情報発信を充実！
　①スカウト活動を紹介するページ　②市町名から団を検索するページ
◎指導者向けは、「見やすい・使いやすい」ページ構成に！
　是非、アクセスしてご活用下さい。（総務委員会）

日本ボーイスカウト静岡県連
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